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令
和
５
年
11
月
10
日

（
金
）、
立
川
市
の
ホ
テ
ル
エ

ミ
シ
ア
東
京
立
川
に
お
い

て
、
多
摩
拡
大
理
事
会
・
懇

親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

多
摩
拡
大
理
事
会
・
懇
親
会

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
数
年
間
に
わ
た
り
開

催
が
見
送
ら
れ
て
お
り
ま
し

た
が
、
今
年
は
４
年
ぶ
り
に

開
催
さ
れ
る
次
第
と
な
り
、

多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
の
参
加

者
16
名
の
他
、
武
田
理
事
長

以
下
総
勢
29
名
で
盛
大
に
開

催
す
る
こ
と
が
出
来
き
ま
し

た
。

　

当
日
は
理
事
会
終
了
後
、

上
村
副
理
事
長
に
よ
る
開
会

挨
拶
が
あ
り
、
吉
崎
理
事
に

乾
杯
の
音
頭
を
取
っ
て
頂
き

懇
親
会
を
開
始
い
た
し
ま
し

た
。
し
ば
し
歓
談
の
後
、
御

出
席
の
皆
様
よ
り
ひ
と
言
ず

多
摩
拡
大
理
事
会
・
懇
親
会
開
催

コ
ロ
ナ
禍
乗
り
越
え
4
年
ぶ
り
に
開
催

つ
ご
挨
拶
を
頂
き
、
最
後
に

佐
々
木
理
事
よ
り
締
め
の
ご

挨
拶
を
頂
き
名
残
惜
し
く
も

終
了
い
た
し
ま
し
た
。

【
理
事
会
　
武
田
理
事
長
挨

拶
】	

　

皆
さ
ん
こ
ん
ば
ん
は
。
本

日
は
お
忙
し
い
中
、
多
摩
拡

大
理
事
会
に
こ
の
よ
う
な
多

数
の
御
出
席
を
頂
き
ま
し
て

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
暦
で
は
立
冬
、
冬
が
到

来
し
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、

変
な
思
い
を
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
間
、
我
々
業
界
と

し
て
も
動
い
て
は
お
り
ま
し

た
。
今
朝
の
日
経
で
も
、
去

年
か
ら
古
紙
パ
ル
プ
が
ド
ル

ベ
ー
ス
で
下
げ
止
ま
っ
た
と

い
う
の
は
非
常
に
あ
り
が
た

い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
先

ほ
ど
紙
が
足
り
な
い
と
い
う

お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
現

在
は
為
替
が
１
５
０
円
を
超

え
る
状
態
な
の
で
何
と
か
回

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
20
％

ほ
ど
下
が
っ
て
普
通
の
１
０

０
円
近
く
に
な
っ
て
い
た
ら

古
紙
価
格
は
ど
う
な
っ
て
い

た
か
と
い
う
状
態
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
う
い
っ
た
中
で
発

生
が
少
な
く
な
り
な
が
ら
皆

さ
ん
非
常
に
頑
張
っ
て
こ
ら

れ
た
、
地
域
と
連
携
し
な
が

ら
色
々
進
め
て
こ
ら
れ
た
と

思
い
ま
す
。
暗
い
事
ば
か
り

で
は
な
い
の
で
、
こ
れ
か
ら

の
未
来
が
明
る
く
な
る
こ
と

期
待
し
て
、
こ
こ
で
締
め
と

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

ま
だ
秋
本
番
で

紅
葉
ま
っ
た
だ

中
と
い
う
所

で
、
私
も
明
後

日
筑
波
山
に
紅

葉
を
見
に
行
き

ま
す
。
目
の
保

養
に
行
っ
て
こ

よ
う
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
今
日
は
皆
さ
ん

と
も
「
交
流
」
を
深
め
る
た

め
の
拡
大
理
事
会
だ
と
思
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
最
後
ま

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。	

【
理
事
会
　
村
瀬
会
計
理
事

締
挨
拶
】 

　

素
晴
ら
し
い
会
場
を
セ
ッ

テ
ィ
ン
グ
頂
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
今
日
は
普
段

は
顔
を
合
わ
せ
な
い
方
、
ひ

さ
し
ぶ
り
に
見
る
顔
の
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
良
か
っ
た

な
と
思
い
ま
す
。
こ
の
後
懇

親
会
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
い
つ
も
の
理
事
会
で
す

と
色
々
な
議
論
が
あ
り
ま
し

て
間
に
合
う
の
か
と
心
配
し

た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て

時
間
内
に
ス
ム
ー
ズ
に
終
わ

っ
た
と
感
謝
申
し
上
げ
て
締

め
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
懇
親
会
　
上
村
副
理
事
長

開
会
挨
拶
】

が
大
半
で

す
が
久
々

に
見
た
方

も
お
り
ま

す
。
こ
の

業
界
は

今
、
金
属

系
は
非
常

に
価
格
が

高
く
、
古

紙
は
相
変

わ
ら
ず
低

迷
し
て
い

ま
す
が
、

し
か
し
ど

ち
ら
も
非

常
に
品
薄

と
い
う
状
況
は
同
じ
で
す
。

無
け
れ
ば
商
売
は
成
り
立
た

な
い
と
い
う
事
で
皆
様
も
非

常
に
苦
労
し
て
い
る
と
思
い

乾杯の後、各テーブルでしばしの歓談

ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
苦
労

の
大
き
さ
を
乾
杯
で
晴
ら
し

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

乾
杯
！

【
懇
親
会
　
佐
々
木
理
事
中

締
挨
拶
】

東資協　令和 6 年 1 月・2 月の行事予定
１月 １２日（金） 財務委員会

福利厚生部会
理事会

１６日（火）広報委員会
２３日（火）業務委員会
２６日（金）青年部会・勉強会

２月 １日（木） 総務委員会
３日（土）新年賀詞交歓会
９日（金）理事会

２２日（木）青年部会
２７日（火）広報委員会

業務委員会

古着受け入れます。

　

宴
も
た
け
な
わ
で
す
が
締

め
の
お
時
間
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
業
界
は
3
年
か
ら

4
年
近
く
、
コ
ロ
ナ
等
で
大

　

改
め
ま
し
て
こ
ん
ば
ん

は
。
八
王
子
支
部
の
上
村
と

申
し
ま
す
。
多
摩
拡
大
理
事

会
は
こ
れ
ま
で
3
回
開
催
を

見
送
り
に
な
り
ま
し
た
が
、

今
回
4
年
ぶ
り
に
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
と
に

か
く
無
事
に
開
催
さ
れ
、
多

く
の
方
に
お
集
ま
り
頂
き
ま

し
た
事
、
大
変
嬉
し
く
思
っ

て
お
り
ま
す
。
そ
れ
で
は
懇

親
会
を
開
始
さ
せ
て
頂
き
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

【
懇
親
会
　
吉
崎
理
事
乾
杯

挨
拶
】

　

皆
様
ご
無
沙
汰
し
て
お
り

ま
す
。
お
会
い
し
て
い
る
方
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多
摩
拡
大
理
事
会
報
告

11
月
度
理
事
会
報
告
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

【
総
務
委
員
会
】

▽
支
部
報
告

・
目
黒
支
部　

集
団
回
収
：

ド
ラ
イ
バ
ー
・
回
収
員
不
足

申
告
、
そ
の
他
：
古
紙
長
期

間
ジ
リ
貧
に
向
か
う

・
練
馬
支
部　

集
団
回
収
・

行
政
回
収
：
回
収
量
減

・
東
多
摩
支
部　

10
月
23
日

支
部
会
開
催
。
集
団
回
収
：

業
者
助
成
金
が
0
円
の
市
に

対
し
て
要
望
書
を
提
出
す

る
。
行
政
回
収
：
置
き
配
の

ト
ラ
ブ
ル
が
出
て
い
る
為
、

組
合
と
し
て
の
対
応
を
検
討

し
た
。
そ
の
他
：
安
全
運
転

支
援
装
置
（
Ａ
Ｉ
ド
ラ
イ
ブ

レ
コ
ー
ダ
ー
）
が
納
入
さ
れ

順
次
設
置
予
定
。
東
多
摩
再

資
協
と
し
て
の
初
任
運
転
者

講
習
を
実
施
し
た
。

・
記
載
の
あ
っ
た
支
部
の
み

掲
載

▽
選
考
委
員
会
の
件	

・
村
瀬
会
計
理
事
を
中
心
と

し
て
選
考
委
員
で
次
期
理
事

長
に
つ
い
て
選
考
中
。

▽
中
央
会
表
彰
の
件	

・
受
賞
：
鰐
渕
専
務
理
事　

受
賞
式　

10
月
16
日
（
月
）

　

於
：
銀
座
ブ
ロ
ッ
サ
ム

▽
令
和
６
年
東
京
都
予
算
に

関
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
件	

・
日
時　

12
月
14
日
（
木
）

15
：
15
～
15
：
30　

出
席
予
定
：
武
田
理
事
長
、

上
村
副
理
事
長
、
林
副
理
事

長
、
福
田
副
理
事
長
、
鰐
渕

専
務
理
事
、村
瀬
会
計
理
事
、

事
務
局

・
都
知
事
と
の
会
見
時
間
が

短
く
、
要
望
す
べ
て
を
説
明

す
る
事
が
出
来
な
い
為
、
重

点
を
置
い
て
説
明
す
る
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

▽
置
き
配
問
題
に
関
し
て	

・
資
源
物
と
紛
ら
わ
し
い
置

き
配
が
発
生
し
て
い
る
。
今

後
問
題
が
拡
大
し
て
い
く
懸

念
が
あ
り
組
合
と
し
て
の
対

応
を
検
討
す
る
。

▽
賀
詞
交
歓
会	

・
令
和
６
年
新
年
賀
詞
交
歓

会
を
令
和
６
年
２
月
３
日

（
土
）
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ

ス
で
開
催
す
る
。
新
年
会
の

中
で
新
井
相
談
役
の
叙
勲
の

報
告
を
行
う
。

【
財
務
委
員
会
】　	

▽
東
資
協
ガ
ソ
リ
ン
価
格	

・
東
資
協
カ
ー
ド
（
1
日
～

15
日
）	

ハ
イ
オ
ク
１
７
５
・

12
円	

レ
ギ
ュ
ラ
ー
１
６
４
・

12
円	

軽
油
１
３
５
・
83
円		

（
別
途
利
用
手
数
料
1
ℓ
＝

1
円
が
請
求
さ
れ
ま
す
）

▽
資
源
会
館
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

の
件	

・
３
階
ト
イ
レ
へ
の
ウ
ォ
シ

ュ
レ
ッ
ト
設
置
が
終
了
し
た
。

▽
事
務
処
理
規
定
の
件	

・
電
子
取
引
デ
ー
タ
の
訂
正

及
び
削
除
の
防
止
に
関
す
る

事
務
処
理
規
定
に
つ
い
て
、

理
事
38
名
の
内
半
数
以
上
の

賛
同
を
得
て
承
認
さ
れ
た
。

▽
Ａ
Ｉ
Ｇ
損
害
保
険
㈱
保
険

の
件	

・
Ａ
Ｉ
Ｇ
に
組
合
リ
ス
ト
の

提
出
な
し
で
契
約
を
進
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
か
確
認
す

る
。

【
広
報
委
員
会
】　

▽
活
動
報
告	

・
10
月
度
広
報
委
員
会
10
月

24
日
（
火
）
終
了
。
会
議
終

了
後
に
資
源
界
報
５
８
９
号

の
校
正
を
実
施
し
た
。

・
資
源
界
報
５
８
９
号
を
10

月
31
日
付
け
で
発
行
、
送
付

し
た
。

▽
活
動
予
定	

・
11
月
度
広
報
委
員
会
は
11

月
28
日
（
火
）
に
開
催
予
定
。

・
株
式
会
社
大
久
保
が
創
立	

１
０
０	

周
年
を
迎
え
た
の

で
、
取
材
の
為
同
社
を
12
月

7
日
（
木
）
に
訪
問
す
る
。

・
各
委
員
会
か
ら
Ｈ
Ｐ
に
掲

載
す
る
情
報
を
募
集
す
る
。

【
業
務
委
員
会
】		

▽
古
紙
対
策
部
会

・
段
ボ
ー
ル
は
先
行
き
が
不

透
明
で
国
内
の
需
要
は
低
迷

し
て
い
る
。
輸
出
価
格
は
若

干
上
昇
し
て
い
る
が
市
況
は

変
わ
ら
ず
。
特
に
雑
誌
の
発

生
は
悪
い
。
新
聞
は
発
生
、

需
要
と
も
に
減
少
し
て
変
化

が
な
く
、
雑
誌
は
輸
出
価
格

の
上
昇
を
受
け
て
い
る
が
国

内
メ
ー
カ
ー
を
優
先
し
て
い

る
為
、
市
況
に
変
化
は
見
ら

れ
な
い
。（
10
月
22
日
）

・
古
紙
３
品
目
発
生
量
/
前

年
同
期
比
で
新
聞
87
・
5
％
、

雑
誌
93
・
0
％
、
段
ボ
ー
ル

93
・
7
％
。

・
11
月
発
表
東
資
協
標
準
価

格　
　

新
聞
：
６
～
11
円
、
雑
誌
：

２
～
５
円
、
段
ボ
ー
ル
：
５

～
８
円
、
古
布
：
１
～
６
円
、

ア
ル
ミ
缶
バ
ラ
：
１
０
０
～

１
４
０
円
（
す
べ
て
据
え
置

き
）

▽
古
紙
輸
出
部
会	

・
株
式
会
社
ト
ー
チ
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
で
実
施　

５

コ
ン
テ
ナ

▽
鉄
・
非
鉄
部
会	

・
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
／	

需
給

に
緩
み
な
く
概
ね
様
子
見
横

ば
い
。

・
銅
ス
ク
ラ
ッ
プ
／
建
値
２

万
円
、
続
伸
す
る
基
調
で
11

月
入
り
。

・
ア
ル
ミ
ス
ク
ラ
ッ
プ
／
不

足
感
で
ス
ソ
物
が
強
含
み
。

輸
出
実
績
も
増
勢
。

・
そ
の
他
／
ス
テ
ン
レ
ス
：

続
伸
基
調
も
様
子
見
の
気
配

浮
上
。　
　

▽
活
動
予
定	

・
11
月
度
業
務
委
員
会
は
11

月
28
日
（
火
）
に
開
催
予
定

【
青
年
部
】　　
　

▽
入
部	

・
八
王
子
支
部　

株
式
会
社

第
一
資
源　

天
井
明
彦
氏
、

東
多
摩
支
部　

株
式
会
社
久

米
川
紙
業　

吉
浦
龍
之
介
氏

の
2
名
が
入
部
し
た
。

▽
活
動
報
告	

・
10
月
27
日
（
金
）
10
月
度

定
例
部
会
を
開
催
し
た
。

・
10
月
28
日
（
土
）
日
資
連

青
年
部
意
見
交
流
会
が
開
催

さ
れ
た
。
出
席
：
土
井
青
年

部
長
、
平
松
総
括
幹
事
、
仲

條
顧
問

・
11
月
7
日
（
火
）
東
京
協

組
青
年
部
意
見
交
換
会
が

B
IS
T
O
R
O
	K
O
U
Z

に
於

い
て
開
催
さ
れ
た
。　

出
席
：

土
井
青
年
部
長
、
西
内
副
部

長
、
尾
花
副
部
長
、
平
松
総

括
幹
事
、
松
本
幹
事
、
天
井

部
員
、
仲
條
顧
問

▽
活
動
予
定	

・
11
月
11
日
（
土
）
第
５
回

関
資
連
青
年
部
大
会
埼
玉
大

会
が
、
東
天
紅	

Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｋ	

大
宮
店
に
お
い
て
開
催
。

【
そ
の
他
】	

▽
東
京
都
産
業
労
働
局	

・
11
月
７
日
（
火
）
団
体
情

報
連
絡
会
終
了　

東
資
協
事

務
局
2
名
が
出
席
。

▽
東
リ
協
会	

・
令
和
５
年
度　

業
界
別
人

材
確
保
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型

支
援
事
業　

キ
ッ
ク
オ
フ
セ

ミ
ナ
ー
に
つ
い
て

・
11
月
14
日
（
火
）
第
５
回

理
事
会　

開
催
予
定　

▽
日
資
連	

・
11
月
18
日
（
土
）
第
５
回

理
事
会　

開
催
予
定　
　

▽
公
益
社
団
法
人
東
京
都
環

境
衛
生
協
会	

・
令
和
６
年
１
月
９
日（
火
）

　

令
和
６
年
新
春
祝
賀
会　

開
催
予
定

▽
会
合
報
告	

・
10
月
17
日
（
火
）
小
松
ダ

イ
ス
ケ
都
政
報
告
会　

於
：

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル　

出

席
：
上
村
副
理
事
長
・
林
副

理
事
長

・
10
月
21
日
（
土
）
千
葉
県

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
協
同

組
合
30
周
年
記
念
式
典　

於
：
京
成
ホ
テ
ル
ミ
ラ
マ
ー

レ　

出
席
：
武
田
理
事
長
、

上
村
副
理
事
長
、
林
副
理
事

長
、
福
田
副
理
事
長

・
11
月
９
日
（
木
）
都
民
フ

ァ
ー
ス
ト
の
会	

と
も
に
進

め
る
東
京
大
改
革　

於
：
京

王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル　

出
席
：

武
田
理
事
長

　

去
る
令
和
５
年
10
月
16
日

（
月
）
に
銀
座
ブ
ロ
ッ
サ
ム

に
て
東
京
都
中
小
企
業
団
体

中
央
会
が
主
催
す
る
令
和
５

年
度
表
彰
式
が
執
り
行
わ 　

本
来
な
ら
「
小
春
日
和
」

と
い
う
言
葉
が
相
応
し
い
10

月
16
日
、
ま
さ
か
25
℃
の
夏

日
に
な
ろ
う
と
は
…

　

令
和
5
年
度
「
東
京
中
小

企
業
団
体
中
央
会
」
表
彰
式

に
お
招
き
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
年
齢
ま
で
特
に
何

を
し
た
訳
で
は
な
い
の
に
組

合
功
労
者
と
は
少
し
こ
そ
ば

ゆ
い
で
す
が
、
表
彰
さ
れ
る

の
は
い
く
つ
に
な
っ
て
も
嬉

企
業
の
熱
意
と
底
力
に
期
待

し
て
い
る
と
い
う
結
び
の
根

性
論
も
心
に
響
く
も
の
で
し

た
。

　

第
2
部
表
彰
式
で
は
、
組

合
功
労
者
１
２
２
名
、
優
良

専
従
役
職
員
11
名
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
受
賞
者
名
簿
を

見
る
と
多
種
多
様
な
組
合
が

あ
り
、
様
々
問
題
を
抱
え
な

が
ら
そ
の
解
決
の
た
め
に
、

そ
し
て
助
け
合
う
為
に
組
合

が
あ
る
と
「
中
小
企
業
団
体

の
歌
」
斉
唱
で
再
確
認
出
来

ま
し
た
。

　

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

表
彰
し
て
い
た
だ
き
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

相
互
扶
助
こ
そ
わ
れ
ら
の
誇

り　

～　

あ
あ
組
合
の
大
理

想　

♪

鰐
渕
雄
二
郎

し
い
も
の
で
す
。

　

第
一
部
の
記
念
講
演
は
帝

京
大
学
経
済
学
部
客
員
教
授

の
黒
崎
誠
先
生
に
よ
る
「
世

界
を
支
え
る
日
本
の
中
小
企

業
」。
講
演
会
と
い
う
と
最

近
は
言
葉
を
選
び
つ
つ
話
す

方
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
黒

崎
先
生
は
丁
寧
に
説
明
し
つ

つ
も
駄
目
な
こ
と
は
は
っ
き

り
と
否
定
す
る
熱
い
方
。
一

言
で
い
う
と
「
面
白
い
」
講

演
で
し
た
。
中
小
企
業
が
日

本
経
済
を
支
え
て
い
る
の
で

は
な
い
、
中
小
企
業
こ
そ
が

日
本
経
済
の
中
核
な
の
だ
！

と
い
う
言
葉
は
と
て
も
励
ま

さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
中
小 　

千
葉
県
資
源
リ
サ
イ
ク
ル

事
業
協
同
組
合
連
合
会
（
以

下
、
県
連
）
の
創
立
30
周
年

記
念
式
典
が
令
和
５
年
10
月

21
日
（
土
）
に
千
葉
県
中
央

区
本
千
葉
の
「
京
成
ホ
テ
ル

ミ
ラ
マ
ー
レ
」
に
て
開
催
さ

れ
た
。

　

当
組
合
か
ら
は
武
田
理
事

長
及
び
上
村
副
理
事
長
、
福

田
副
理
事
長
、
林
副
理
事
長

が
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

ま
た
、
関
東
地
区
の
資
源

業
界
団
体
や
日
本
再
生
資
源

事
業
協
同
組
合
連
合
会
（
以

下
、
日
資
連
）
の
要
職
や
、

資
源
関
連
業
界
を
代
表
す
る

方
々
が
全
国
よ
り
多
数
参
加

し
、盛
大
に
執
り
行
わ
れ
た
。

　

記
念
式
典
の
第
一
部
は
千

葉
県
連
高
野
昌
明
副
会
長
の

開
会
の
辞
か
ら
始
ま
り
、
日

団体の運営と発展に寄与
東京都中小企業団体中央会会長表彰

北・豊島支部　鰐渕雄二郎専務理事
れ
、
当
組
合
か
ら
は
鰐
渕
雄

二
郎
専
務
理
事
（
北
・
豊
島

支
部
）
が
、
多
年
に
わ
た
る

団
体
の
運
営
と
向
上
発
展
に

寄
与
す
る
功
績
を
認
め
ら
れ

組
合
功
労
者
と
し
て
東
京
都

中
小
企
業
団
体
中
央
会
会
長

表
彰
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

ま
こ
と
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

資
連
会
長
で
も
あ
る
飯
田
俊

夫
県
連
会
長
の
挨
拶
と
続

き
、
表
彰
状
授
与
式
を
は
さ

み
、
高
野
副
会
長
か
ら
当
日

配
布
さ
れ
た
記
念
誌
を
資
料

に
連
合
会
30
年
の
歩
み
に
つ

い
て
ご
説
明
い
た
だ
き
、
来

賓
紹
介
・
挨
拶
を
経
て
、
千

葉
県
連
平
野
大
志
副
会
長
の

力
強
い
閉
会
の
辞
で
閉
め
ら

れ
た
。

　

第
二
部
は
記
念
講
演
と
し

て
日
資
連
の
特
別
顧
問
で
も

あ
り
、
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
推

進
議
員
連
盟
（
会
長
甘
利
明

衆
議
院
議
員
）
の
事
務
局
長

と
し
て
「
専
ら
再
生
利
用
の

目
的
と
な
る
廃
棄
物
の
取
扱

い
に
つ
い
て
」
の
自
治
体
ご

と
に
違
い
が
見
ら
れ
る
解
釈

の
統
一
に
ご
尽
力
い
た
だ
い

た
、
松
原

仁
衆
議
院

議
員
よ
り

「
人
権
外

交
と
政
治

課
題
に
つ

い
て
」
を

テ
ー
マ
に

ご
講
演
い

飯田県連会長の挨拶

た
だ
い
た
。

　

難
解
な
テ
ー
マ
で
は
あ
る

が
、
松
原
議
員
の
人
柄
も
あ

り
、
大
変
解
り
や
す
く
興
味

深
い
講
演
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
は
記
念
祝
賀
会
と

し
て
、
熊
谷
俊
人
千
葉
県
知

事
の
祝
辞
や
千
葉
県
議
会
議

員
の
方
々
よ
り
ご
挨
拶
を
い

た
だ
き
、
日
資
連
の
山
原
丈

之
副
会
長
に
よ
る
乾
杯
発
声

か
ら
盛
大
に
祝
賀
会
が
催
さ

れ
、
愉
快
な
モ
ノ
マ
ネ
芸
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
相
ま
っ

て
時
間
の
許
す
限
り
祝
宴
が

続
い
た
。

　

千
葉
県
資
源
リ
サ
イ
ク
ル

事
業
協
同
組
合
連
合
会
の
皆

様
、創
立
30
周
年
、ま
こ
と
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林

　この度は、東京都功労者表彰を賜り、誠にあり
がとうございます。
　御推薦頂いた組合、手続きをして頂いた事務局
を始めとする皆様に深く感謝申し上げます。
　長年組合事業に参加させてもらい組合員の皆様
と楽しく交流を重ねる中でこのような栄誉を賜り
とてもうれしいです。

　この受賞を励みに
仕事も元気に続けて
いこうと思います。
　これからも組合員
の皆様と共にこの業
界が発展していくよ
う尽力してまいりま
す。

千
葉
県
連
が
創
立
30
周
年

記
念
式
典
を
開
催

東京都功労者表彰
那須野暉之相談役（荒川支部）



　
　

（ 3 ）２０２３年（令和 5 年）１２月２７日 ( 水 ) 第５９０号　

令
和
５
年
12
月
7
日（
木
）

村
瀬
好
道
会
計
理
事
が
株
式

会
社
大
久
保
の
日
暮
里
本
社

を
訪
問
、
株
式
会
社
大
久
保

社
員
で
あ
り
青
年
部
広
報
担

当
副
部
長
の
尾
花
健
太
郎
委

員
と
事
務
局
・
今
堀
で
大
久

保
信
隆
会
長
に
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
大
久

保
会
長
か
ら
古
紙
業
界
の
歴

史
、
大
久
保
の
企
業
理
念
な

ど
幅
広
い
分
野
に
渡
っ
て
懇

切
な
お
話
を
し
て
い
た
だ

き
、
参
加
し
た
委
員
一
同
大

変
勉
強
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

〇
創
立
１
０
０
周
年
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
１
０
０

周
年
を
迎
え
て
今
の
お
気
持

ち
は
？

　

１
０
０
年
は
「
時
」
だ
か

ら
、
ず
っ
と
一
緒
。（
株
式
会

社
大
久
保
の
社
是
で
あ
る
）

「
精
力
善
用
・
自
他
共
栄
」
で

や
っ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

〇
今
ま
で
に
苦
労
し
た
お
話

を
お
き
か
せ
願
い
ま
す

　

苦
労
し
た
話
と
い
う
の

は
、
学
校
を
出
て
会
社
に
入

っ
て
か
ら
3
年
ぐ
ら
い
し
て

か
ら
、
親
父
に
日
暮
里
だ
け

で
は
も
う
駄
目
だ
と
言
わ
れ

た
。
日
暮
里
は
も
の
す
ご
く

業
者
が
い
て
ね
、
仲
買
の
商

売
で
十
分
で
き
る
の
だ
け

ど
、
だ
ん
だ
ん
製
紙
原
料
の

時
代
に
な
っ
て
き
て
い
る
か

ら
、
日
暮
里
で
商
い
は
で
き

る
け
れ
ど
前
か
ら
の
お
得
意

さ
ん
だ
け
じ
ゃ
駄
目
だ
か

ら
、
昭
和
43
年
に
埼
玉
県
の

戸
田
に
営
業
所
を
つ
く
ら
せ

て
も
ら
っ
た
。

　

戸
田
営
業
所
を
作
っ
て
、

３
０
０
坪
の
中
で
１
５
０
坪

の
倉
庫
と
台
貫
と
事
務
所
を

作
っ
て
ね
。
日
暮
里
あ
た
り

な
ら
狭
い
30
坪
程
度
の
倉
庫

で
十
分
間
に
合
う
け
ど
。
お

得
意
さ
ん
は
川
口
に
あ
る
近

藤
商
店
だ
け
で
あ
と
は
ゼ

ロ
。
困
っ
た
と
い
う
よ
り
ど

う
や
っ
て
い
く
か
と
思
っ
た
。

　

チ
リ
紙
交
換
は
最
初
リ
ヤ

カ
ー
で
回
っ
て
い
た
け
れ

ど
、
昭
和
39
年
に
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
あ
っ
て
、
そ
の

頃
か
ら
自
動
車
の
時
代
に
な

っ
て
、
自
動
車
を
使
っ
て
の

チ
リ
紙
交
換
が
頃
始
ま
り
出

し
た
ん
だ
よ
。
う
ち
で
も
自

動
車
で
の
チ
リ
紙
交
換
を
始

め
て
、
回
収
基
地
を
戸
田
に

何
軒
か
作
っ
た
。
そ
れ
が
始

ま
り
だ
け
れ
ど
も
、
困
っ
た

と
い
う
の
が
う
ち
の
社
員
を

新
宿
区
の
高
田
馬
場
だ
と
か

練
馬
な
ど
の
新
興
住
宅
地
に

回
収
に
い
か
せ
る
の
だ
け

ど
。
途
中
で
他
の
問
屋
に
取

ら
れ
る
の
は
困
っ
た
。
取
り

っ
こ
だ
か
ら
。
一
番
最
初
に

困
っ
た
の
は
そ
う
い
う
こ
と

だ
っ
た
よ
。

〇
続
け
て
い
て
良
か
っ
た
と

思
う
こ
と
は
？

　

ず
っ
と
今
日
ま
で
あ
る
の

が
良
か
っ
た
よ
。

〇
大
久
保
会
長
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
や
町
会
長
等
、
地
域
の
重

職
に
就
か
れ
て
い
ま
す
が
、

地
域
と
の
付
き
合
い
方
を
ど

う
考
え
て
い
ま
す
か
？

　

そ
の
後
府
中
営
業
所
を
作

株
式
会
社
大
久
保 

創
立
１
０
０
周
年
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

業
界
の
歴
史
、大
久
保
の
企
業
理
念
な
ど
語
る

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
：
村
瀬
会
計
理
事

っ
た
ん
だ
よ
。
古
紙
屋
は
地

域
の
物
を
や
ら
な
き
ゃ
な
ら

な
い
。
そ
れ
が
一
番
の
仕
事

だ
と
思
っ
て
い
る
。
長
女
が

小
学
校
１
年
生
に
な
っ
て
か

ら
３
番
目
の
子
供
が
卒
業
す

る
ま
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
12
年
間

お
手
伝
い
さ
せ
て
頂
い
て
、

そ
の
う
ち
6
年
間
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
を
や
っ
た
。
そ
の
後
町
会

長
も
務
め
さ
せ
て
頂
い
た
。

　

平
成
３
年
に
資
源
回
収
の

モ
デ
ル
事
業
が
あ
っ
て
、
平

成
7
年
か
ら
始
め
た
。
東
京

都
が
打
ち
出
し
た
の
は
自
区

内
処
理
、
要
す
る
に
何
で
も

や
ら
な
き
ゃ
駄
目
と
い
う
事

に
な
っ
た
の
だ
け
れ
ど
も
、

回
収
業
者
は
そ
れ
で
仕
事
が

分
散
し
て
し
ま
う
と
事
業
を

続
け
て
い
け
な
く
な
っ
て
し

ま
う
。
回
収
の
人
た
ち
が
い

な
く
な
っ
た
ら
問
屋
業
も
続

け
て
い
く
こ
と
が
出
来
な
い

の
で
荒
川
リ
サ
イ
ク
ル
協
同

組
合
を
作
っ
た
。

　

建
場
さ
ん
と
の
お
付
き
合

い
を
東
京
で
も
ず
っ
と
続
け

て
い
て
、
そ
こ
か
ら
新
聞
を

購
入
し
た
り
色
々
な
形
で
昔

か
ら
や
っ
て
い
る
の
だ
か

ら
、
昭
和
47
年
に
府
中
営
業

所
を
作
っ
て
す
ぐ
に
東
資
協

に
は
い
っ
た
。
そ
れ
か
ら
ず

っ
と
府
中
支
部
だ
よ
。

〇
こ
れ
か
ら
の
古
紙
業
界

（
リ
サ
イ
ク
ル
業
等
）
は
ど

う
な
る
と
お
考
え
で
し
ょ
う

か
？

　

紙
は
無
く
な
ら
な
い
け
れ

ど
も
、
情
報
通
信
の
発
達
に

よ
っ
て
、
紙
の
生
産
量
は
ま

だ
減
る
と
思
う
。
梱
包
用
資

材
の
生
産
に
つ
い
て
は
少
し

ず
つ
日
本
経
済
の
上
昇
に
よ

っ
て
伸
び
て
い
て
、
段
ボ
ー

ル
に
代
わ
る
べ
き
物
も
中
々

見
つ
か
ら
な
い
。
更
に
輸
入

に
よ
っ
て
中
身
と
一
緒
に
日

本
に
入
っ
て
く
る
資
源
も
今

１
５
０
～
１
６
０
万
ト
ン
と

言
わ
れ
て
い
る
。
日
本
で
作

る
物
は
そ
の
ま
ま
回
収
し

て
、
そ
れ
と
合
わ
せ
て
回
収

す
る
の
で
段
ボ
ー
ル
類
は
増

え
る
。

　

た
だ
紙
は
全
体
の
量
と
し

て
は
減
る
。
今
の
ま
ま
の
扱

い
で
、
そ
の
ま
ま
の
状
態
で

や
っ
て
い
た
ら
、
取
り
合
い

に
な
る
。
だ
か
ら
こ
れ
か
ら

問
屋
は
自
然
淘
汰
さ
れ
る
か

な
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
厳

し
さ
が
増
す
。

　

そ
れ
か
ら
紙
の
仕
分
け
、

品
質
等
を
し
っ
か
り
管
理
す

る
努
力
を
行
っ
て
、
売
買
差

益
を
増
や
さ
な
い
と
利
潤
が

で
て
こ
な
い
。
そ
れ
を
や
り

き
れ
な
か
っ
た
ら
退
場
し
て

い
か
な
き
ゃ
し
ょ
う
が
な
く

な
る
。
後
は
そ
の
他
の
仕
事

が
で
き
る
か
ど
う
か
。
う
ち

は
大
型
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
を
搭

載
し
た
車
両
を
使
っ
て
機
密

書
類
・
機
密
文
書
を
裁
断
処

理
し
て
い
る
。
電
子
化
が
進

ん
で
紙
自
体
が
少
な
く
な
る

か
ら
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
業
務
は

頭
打
ち
に
な
る
と
思
う
け

ど
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
機

密
情
報
を
消
さ
な
け
れ
ば
い

け
な
い
こ
と
は
変
わ
ら
な

い
。
そ
れ
こ
そ
技
術
が
あ
れ

ば
デ
ー
タ
を
復
活
さ
れ
て
な

に
を
や
ら
れ
る
か
分
か
ら
な

い
。
だ
か
ら
紙
じ
ゃ
な
く
て

そ
う
い
う
仕
事
に
も
転
換
を

し
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
。

機
密
処
理
の
方
法
は
変
化
し

て
い
く
と
思
う
の
で
、
た
だ

単
に
機
密
処
理
す
る
の
で
は

な
く
、
方
法
を
変
化
さ
せ
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

　

紙
自
体
の
主
体
は
段
ボ
ー

ル
に
な
る
し
、
そ
の
他
の
物

は
仕
分
け
し
て
使
い
や
す
い

よ
う
に
す
る
。原
料
だ
か
ら
、

そ
れ
が
で
き
る
か
ど
う
か
。

基
本
的
に
は
分
別
し
て
出
し

て
も
ら
う
、
そ
の
上
で
も
っ

と
精
度
を
上
げ
て
、
原
料
商

だ
か
ら
製
紙
会
社
の
使
い
や

す
い
よ
う
な
原
料
を
出
せ
る

よ
う
な
体
制
に
今
後
は
し
て

い
か
な
い
と
、
あ
い
つ
の
所

は
ご
っ
ち
ゃ
で
出
て
く
る
か

ら
買
え
な
い
よ
と
い
わ
れ

る
。
言
わ
れ
な
い
よ
う
に
し

な
き
ゃ
い
け
な
い
。
同
一
品

種
が
毎
月
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に

こ
れ
だ
け
集
ま
り
ま
す
よ
と

言
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
製

紙
会
社
が
原
料
商
と
し
て
認

め
て
く
れ
る
。
製
紙
会
社
の

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
な

る
。
原
料
が
無
け
れ
ば
作
れ

な
い
か
ら
。
製
紙
会
社
の
業

務
ご
と
に
必
要
な
原
料
を
集

め
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う

か
と
い
う
、
皆
が
や
っ
て
い

け
る
よ
う
に
し
て
い
く
よ
う

な
経
営
を
し
て
い
か
な
い

と
。
や
っ
ぱ
り
使
っ
て
く
れ

る
所
の
ニ
ー
ズ
に
答
え
ら
れ

る
体
制
作
り
。
そ
う
い
う
こ

と
。
集
め
さ
せ
て
い
る
だ
け

で
な
く
、
自
ら
集
め
て
い
か

な
き
ゃ
な
ら
な
い
こ
と
も
出

て
く
る
か
も
し
れ
な
い
よ
。

府
中
営
業
所
は
そ
う
い
う
つ

も
り
で
回
収
を
モ
ッ
ト
ー
に

や
っ
て
、
本
社
で
は
製
紙
会

社
と
連
絡
を
取
る
よ
う
に
し

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。

〇
い
ま
事
業
継
承
が
大
変
難

し
い
と
言
わ
れ
て
い
る
中

で
、
株
式
会
社
大
久
保
は
大

久
保
薫
様
と
い
う
新
し
い
社

長
を
迎
え
ら
れ
て
上
手
く
機

能
し
て
い
ま
す
が
、
大
久
保

薫
社
長
に
期
待
す
る
こ
と

は
？

　

今
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と

を
や
る
の
で
は
な
く
て
改

善
。
薫
は
も
う
色
々
や
っ
て

い
る
よ
。
原
料
に
つ
い
て
は

お
い
お
い
分
か
る
こ
と
だ
か

ら
。
一
番
は
や
っ
ぱ
り
「
資

本
」
な
ん
だ
よ
、
金
融
と
い

う
か
。生
産
の
3
要
素
は「
資

本
」
と
「
土
地
」
と
「
労
働
」

な
ん
だ
よ
。
い
ま
人
事
を
任

せ
て
い
て
、
社
員
1
人
ず
つ

と
面
談
し
て
い
る
よ
。
あ
と

俺
は
社
員
が
や
っ
て
い
る
こ

と
は
大
体
わ
か
る
け
ど
も
、

（
社
長
は
）
聞
い
て
や
っ
て

い
る
し
、
そ
こ
ら
へ
ん
は
俺

の
や
り
方
か
ら
改
善
し
て
い

る
。
組
織
が
段
々
巨
大
に
な

っ
て
き
て
い
る
か
ら
、
そ
う

し
て
い
か
な
い
と
組
織
化
に

な
ら
な
い
。
上
手
く
や
っ
て

い
る
の
じ
ゃ
な
い
か
な
。
後

は
俺
が
長
生
き
す
る
こ
と
だ

な
。
早
く
死
ね
ば
大
変
、
俺

が
や
っ
て
い
た
こ
と
を
薫
が

や
れ
る
か
と
い
っ
た
ら
中
々

で
き
な
い
だ
ろ
う
し
。
俺
の

代
わ
り
は
健
太
郎
や
各
人
が

み
ん
な
や
っ
て
く
れ
れ
ば
い

い
こ
と
だ
か
ら
。
俺
は
長
生

き
す
る
こ
と
。

〇
東
京
製
紙
原
料
協
同
組
合

や
関
東
商
組
の
重
責
を
務
め

て
お
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
業

界
に
お
け
る
組
合
の
あ
り
方

に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
ま

す
か
？

　

組
合
と
い
う
の
は
同
じ
よ

う
な
人
が
集
ま
っ
て
来
て
、

い
い
と
こ
ろ
を
見
習
っ
て
切

磋
琢
磨
す
る
場
所
。
皆
と
同

じ
よ
う
に
や
っ
て
も
駄
目
だ

と
思
う
。
自
分
の
利
点
も
あ

る
し
、
環
境
も
違
う
だ
ろ
う

し
。
だ
け
ど
同
業
者
と
い
う

の
は
大
事
に
す
る
。
よ
き
ラ

イ
バ
ル
で
あ
り
、
良
き
友
人

で
あ
る
と
い
う
形
で
行
く
の

が
良
い
の
じ
ゃ
な
い
。
だ
か

ら
同
業
で
助
け
合
う
、
そ
れ

か
ら
困
っ
た
こ
と
は
全
体
で

ま
と
ま
れ
ば
官
庁
、
行
政
に

言
い
や
す
く
な
る
。

　

我
々
の
業
務
は
片
付
け
の

静
脈
。
動
脈
は
み
ん
な
の
ニ

ー
ズ
の
物
を
作
っ
て
や
る
と

い
う
事
だ
け
ど
、
使
い
終
わ

っ
た
物
を
ど
の
よ
う
に
片
す

か
と
い
う
の
が
我
々
の
仕

事
。
い
く
ら
ロ
ボ
ッ
ト
を
作

っ
て
も
、
機
械
と
い
う
の
は

1
個
の
事
を
や
ら
せ
る
分
に

は
す
ご
く
良
い
の
だ
け
ど
、

そ
れ
し
か
出
来
な
い
。
最
大

の
ス
ピ
ー
ド
で
対
応
出
来
る

の
だ
け
ど
、
全
部
や
る
事
は

出
来
な
い
。
だ
け
ど
片
付
け

の
仕
事
と
い
う
の
は
、
新
し

く
作
る
と
い
う
事
と
違
う
。

色
々
な
片
付
け
が
あ
っ
て
最

後
ま
で
や
ら
な
け
れ
ば
い
け

な
い
仕
事
だ
か
ら
、
違
っ
た

形
で
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
理
由
が
あ
る
か
ら
、
発
生

す
る
先
が
皆
違
う
か
ら
。
人

間
は
対
応
で
き
る
。
機
械
に

は
即
対
応
は
で
き
な
い
、
覚

え
さ
せ
て
や
る
と
い
う
時
間

が
か
か
る
。 

　

だ
け
ど
機
械
を
使
う
形
に

も
な
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
と

思
う
な
。
我
々
人
間
社
会
は

機
械
を
使
う
、道
具
を
使
う
。

道
具
に
使
わ
れ
ち
ゃ
駄
目
だ

と
思
う
ね
。
使
う
人
間
に
な

ら
な
い
と
、
楽
を
す
る
に
は

道
具
を
使
う
必
要
が
あ
る
。

い
ま
は
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
が

あ
る
け
れ
ど
も
、
俺
が
入
っ

た
こ
ろ
は
ね
、
１
５
０
キ
ロ

ぐ
ら
い
背
中
に
背
負
っ
て
、

歩
み
板
で
ト
ラ
ッ
ク
に
積
ま

な
き
ゃ
な
ら
な
い
。
新
聞
な

ん
か
は
80
キ
ロ
ぐ
ら
い
担
い

だ
。
縦
締
め
の
い
ま
は
ボ
ロ

を
プ
レ
ス
し
て
い
る
物
も
み

ん
な
背
中
に
背
負
う
ん
だ

よ
。
そ
れ
か
ら
相
撲
取
り
の

小
錦
ぐ
ら
い
、
２
８
０
キ
ロ

ま
で
は
工
夫
す
れ
ば
動
か
せ

る
。
ド
ラ
ム
缶
な
ど
も
慣
れ

た
人
な
ら
中
に
入
っ
て
い
て

も
動
か
せ
る
。
あ
れ
だ
っ
て

１
０
０
キ
ロ
以
上
あ
る
。
技

な
ん
だ
よ
。

〇
ご
趣
味
は
？

　

趣
味
は
野
球
だ
よ
。（
村

瀬
会
計
理
事
：
フ
ァ
ン
は
？
）

東
京
だ
か
ら
ジ
ャ
イ
ア
ン

ツ
。（
村
瀬
会
計
理
事
：
好

き
な
選
手
は
？
）
大
谷
に
決

ま
っ
て
い
る
だ
ろ
！
そ
れ
か

ら
鈴
木
誠
也
。
来
年
は
荒
川

の
人
た
ち
と
一
緒
に
大
谷
と

鈴
木
を
見
に
行
こ
う
か
と
思

っ
て
い
る
ん
だ
よ
。
ず
っ
と

早
稲
田
の
Ｏ
Ｂ
会
長
を
や
っ

て
い
る
か
ら
、
つ
い
こ
の
間

も
し
て
大
学
生
を
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
に
つ
れ
て
い
っ
た
ん

だ
よ
。

※
東
資
協
の
新
年
会
の
日
に

ご
自
身
が
会
長
を
な
さ
っ
て

い
る
そ
の
Ｏ
Ｂ
会
が
あ
り
欠

席
と
な
る
こ
と
を
お
許
し
く

だ
さ
い
と
の
こ
と
で
す
。

〇
日
本
酒
で
一
番
好
き
な
銘

柄
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

熱
燗
じ
ゃ
「
菊
正
（
宗
）」、

あ
と
は
何
で
も
い
い
。
大
吟

醸
だ
と
燗
し
ち
ゃ
い
け
な
い

ん
だ
よ
。
燗
す
る
酒
は
普
通

の
酒
で
い
い
ん
だ
よ
。
だ
け

ど
熱
燗
に
す
る
ん
じ
ゃ
「
剣

菱
」
だ
と
か
「
賀
茂
鶴
」
だ

と
か
辛
口
の
や
つ
だ
よ
な
。

そ
れ
か
ら
広
島
の
「
酔
心
」。

こ
れ
は
純
米
酒
で
し
ょ
、
生

で
の
ま
な
い
と
。

〇
健
康
の
秘
訣
は
？

　

歩
く
こ
と
。

※
毎
朝
1
時
間
程
か
け
て
上

野
公
園
ま
で
歩
か
れ
て
い
る

と
の
事
で
す
。

〇
古
紙
業
界
も
M
＆
A
が
進

ん
で
い
ま
す
が

　

原
料
屋
は
特
殊
性
が
あ
る

か
ら
、
1
＋
1
が
2
に
な
れ

ば
い
い
の
だ
け
ど
、
１
・
５

に
な
っ
ち
ゃ
う
。
人
間
や
る

気
と
い
う
問
題
が
あ
っ
て
、

や
る
気
が
出
て
く
れ
る
M
＆

A
な
ら
い
い
け
ど
、
あ
れ
に

任
せ
て
お
け
ば
い
い
や
っ
て

い
う
よ
う
な
形
に
な
る
可
能

性
が
あ
る
か
ら
。
ま
し
て
や

我
々
は
皆
違
う
ん
だ
よ
、
出

す
先
、販
売
も
そ
う
だ
し
、仕

入
れ
も
そ
う
じ
ゃ
な
い
。
そ

れ
が
上
手
く
機
能
す
る
M
＆

A
な
ら
い
い
け
ど
。
そ
れ
に

会
社
は
大
き
い
方
が
強
い
の

か
っ
て
い
う
と
、
中
堅
の
方

が
強
い
と
い
う
の
も
あ
る
し
。

要
は
や
る
気
だ
よ
。（
村
瀬
会

計
理
事
：
単
純
に
大
き
い
方

が
強
い
気
が
し
ま
す
け
れ
ど

も
。）
古
紙
屋
の
場
合
は
効

率
が
良
い
事
が
重
要
、
近
く

で
色
々
な
出
先
が
あ
る
所
、

そ
れ
か
ら
場
所
が
ち
ゃ
ん
と

あ
っ
て
、
人
数
が
最
低
で
や

れ
る
よ
う
な
形
。
そ
れ
が
強

い
。
販
売
で
良
い
と
こ
ろ
と

仕
入
れ
が
し
っ
か
り
し
て
い

る
所
が
く
っ
つ
け
ば
あ
る
程

度
は
い
い
か
も
し
れ
な
い
。

　

い
ま
原
料
屋
で
良
い
の

は
、
需
要
予
測
が
し
っ
か
り

し
て
い
て
、
在
庫
を
持
っ
て

い
な
い
事
が
良
い
。
売
れ
な

い
と
き
は
困
っ
た
。（
村
瀬
会

計
理
事
：
日
暮
里
で
も
プ
レ

ス
の
山
が
積
ん
で
あ
っ
て
、

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
が
か
か
っ
て

い
る
状
態
を
見
ま
し
た
。）

そ
の
分
だ
け
経
費
が
余
分
に

か
か
る
。
営
業
所
が
多
い
か

ら
あ
る
程
度
は
持
た
な
い
と

い
け
な
い
。
た
だ
も
っ
と
人

数
が
減
っ
て
く
れ
ば
そ
う
い

う
形
に
な
る
だ
ろ
う
な
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
後
に
は
宴

席
ま
で
設
け
て
頂
き
、
一
同

感
謝
の
し
き
り
で
し
た
。
宴

席
で
の
大
久
保
会
長
は
自

ら
、「
俺
は
の
ん
兵
衛
だ
か

ら
」
と
語
る
酒
豪
・
健
啖
ぶ

り
、
お
元
気
そ
の
も
の
で
、

更
に
面
白
い
お
話
も
数
多
く

し
て
頂
き
、
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。

　

改
め
ま
し
て
株
式
会
社
大

久
保
様
、
創
立
１
０
０
周
年

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

左から尾花委員、大久保会長、村瀬会計理事

大久保会長（左）と村瀬会計理事



　
　

２０２３年（令和 5 年）１２月２７日 ( 水 )（ 4 ）第５９０号

地
域
の
ニ
ュ
ー
ス

荒
川

　

区
内
の
集
団
回
収
の
品
物

（
新
聞
）
に
汚
水
を
か
け
ら

れ
る
と
い
う
事
例
が
何
件
か

発
生
し
、
資
源
と
し
て
回
収

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
が
起
き
て
い
ま
す
。

他
地
域
で
も
同
様
の
被
害
が

あ
り
ま
し
た
ら
情
報
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

　

東
資
協
の
組
合
員
が
行
政

回
収
中
に
誤
っ
て
置
き
配
を

回
収
し
て
し
ま
う
と
い
う
事

態
が
発
生
し
ま
し
た
。
同
様

の
事
例
が
起
き
て
い
ま
し
た

ら
、
東
資
協
事
務
局
ま
で

メ
ー
ル
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
情
報

提
供
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
ご

協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

東
京
都
資
源
回
収
事
業
協
同

組
合

m
ail

：info@
toushikyo.

　

令
和
5
年
11
月
7
日

（
火
）、
東
京
都
産
業
労
働
局

商
工
部
経
営
支
援
課
の
主
宰

に
よ
り
令
和
5
年
度
団
体
情

報
連
絡
会
が
開
催
さ
れ
た
。

会
議
は
リ
モ
ー
ト
で
開
催
さ

れ
、
当
日
は
東
資
協
を
含
め

都
内
17
団
体
が
参
加
し
た
。

　

連
絡
会
で
は
講
師
で
あ
る

サ
イ
ボ
ウ
ズ
株
式
会
社
の
志

釜
直
樹
（
し
か
ま
な
お
き
）

氏
が
、「
生
産
性
向
上
に
向

け
た
Ｄ
Ｘ
と
人
材
育
成
の
進

め
方
～
中
小
企
業
に
お
け
る

ノ
ー
コ
ー
ド
活
用
の
ポ
イ
ン

ト
～
」
と
題
し
た
講
演
を

行
っ
た
。
講
演
で
は
主
に
3

点
に
つ
い
て
の
説
明
が
行
わ

れ
た
。
第
１
に
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ

団
体
情
報
連
絡
会
開
催

東
資
協
を
含
め
都
内
17
団
体
が
参
加

高速道路利用料金に係る
　適格簡易請求書の保存について

公認会計士・税理士　塚越大紀

よ
る
導
入
事
例
に
つ
い
て
紹

介
さ
れ
講
演
は
終
了
し
た
。

　
〈
出
席
者
に
よ
る
感
想
〉

　

デ
ジ
タ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
、

デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
、

Ｄ
Ｘ
の
違
い
が
曖
昧
で
し
た

が
、
今
回
の
講
演
を
聞
い
て

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
出
来

き
ま
し
た
。
や
み
く
も
に
デ

ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
も
Ｄ
Ｘ

は
達
成
で
き
ず
経
営
層
が
目

標
を
は
っ
き
り
と
定
め
、
組

織
内
で
目
的
意
識
の
共
有
を

図
る
こ
と
が
必
要
。
そ
し
て

組
織
の
業
務
、
従
業
員
の
Ｉ

Ｔ
ス
キ
ル
も
デ
ー
タ
と
し
て

明
確
化
し
た
上
で
、
ど
の
よ

う
に
業
務
シ
ス
テ
ム
を
改
善

す
る
か
決
定
、
改
革
を
進
め

て
い
く
事
が
重
要
と
い
う
事

を
理
解
し
ま
し
た
。又
、様
々

な
ノ
ー
コ
ー
ド
ツ
ー
ル
を
知

る
こ
と
が
で
き
た
の
も
有
意

義
で
し
た
。

or.jp

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
３
―
３
２
６
３

―
３
６
７
９

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
の
定
義
と
実
際
の

取
組
手
順
に
つ
い
て
。
第
2

に
Ｄ
Ｘ
人
材
の
定
義
と
、
人

材
の
具
体
的
な
育
成
方
法
。

第
3
に
ノ
ー
コ
ー
ド
（
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
知
識
を
必
要
と

し
な
い
）
ツ
ー
ル
の
活
用
方

法
。
最
後
に
各
中
小
企
業
に

当組合では高速道路を利用していますが、高速道路の利用についてはＥＴＣシステ
ムを利用しているため、後日、クレジットカードにより利用料金を精算しています。

クレジットカードの利用明細書では仕入税額控除ができないとのことですが、この場合の
対応方法について教えてください。

ご質問のように、高速道路を利用したときにＥＴＣクレジットカードで精算を行っ
た場合には、高速道路会社が運営する『ＥＴＣ利用照会サービス』から通行料金確

定後の適格簡易請求書をダウンロードし、保存することで仕入税額控除の適用を受けるこ
とができます。

１　高速道路の利用について
　高速道路の利用について、有料道路自動料金収受システム（ＥＴＣシステム）により
料金を支払い、ＥＴＣクレジットカードで精算を行った場合に、その支払った通行料
金に係る仕入税額控除の適用を受けるには、原則、高速道路会社が運営する『ＥＴＣ
利用照会サービス』から通行料金確定後の適格簡易請求書の記載事項に係る電磁的記
録（以下、『利用証明書』という。）をダウンロードし、それを保存する必要があります。
　ただし、高速道路の利用頻度が多い等の事情により、すべての高速道路の利用に係
る利用証明書の保存が困難なときは、クレジット会社から受領するクレジットカード
利用明細書と利用した高速道路会社及び地方道路公社等ごとの任意の一取引に係る利
用証明書をダウンロードし、併せて保存することで仕入税額控除の適用を受けること
も認められています。この方法を採用する場合、クレジットカード利用明細書には個々
の高速道路の利用に係る内容が記載されているものや利用明細書には個々の記載はな
いが取引日や取引の内容、課税資産の譲渡に係る対価の額がわかる利用明細データが
ある、などの一定の要件が必要ですのでご注意ください。
　そのほかに、空港と内陸部を結ぶ連絡橋の通行料金（空港連絡橋利用税）など、消
費税の課税対象とならない金額がある場合は、その金額は仕入税額控除の対象外とな
りますのでご留意ください。
　また、任意の一取引に係る利用証明書についてはクレジットカード利用明細書の受
領ごとに毎月取得・保存する必要はありません。高速道路会社等が適格請求書発行事
業者の登録を取りやめないことを前提に、利用した高速道路会社等ごとに任意の一取
引に係る利用証明書を令和 5年 10 月 1 日以後、1回のみ取得・保存すれば要件を満た
すことになります。
　一方で、ＥＴＣシステムを利用せず現金やクレジットカードで通行料金の支払いを
した場合は、料金所で発行される適格簡易請求書の保存をもって仕入税額控除の適用
を受けることができます。

２　さいごに・・・
　クレジット会社から届くクレジットカードの利用明細書は、そのカード利用者であ
る事業者に対して課税資産の譲渡等を行った他の事業者が作成及び交付する書類では
なく、また、取引の内容、消費税額、適用税率などの適格請求書等の記載事項も満た
していません。そのため、適格請求書等とは認められませんので、その利用明細書の
保存では仕入税額控除は受けられません。クレジットカードを利用したときは、高速
道路の利用に限らず、適格請求書発行事業者が交付する適格請求書等を必ず取得・保
存をするようにしてください。また余談ですが、『ＥＴＣ利用照会サービス』からダウ
ンロードした利用証明書は、令和 6年 1月 1 日から義務化される電子帳簿保存法の対
象となりますので、令和 6年 1月 1 日以降の取引については利用証明書データの保存
も忘れないようにしましょう。
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11
月
11
日
（
土
）、
3
年

ぶ
り
に
関
資
連
青
年
部
大
会

が
埼
玉
で
開
催
さ
れ
た
。
会

場
は
東
天
紅
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｋ
大
宮

店
で
関
東
各
県
の
青
年
部

員
、
主
催
の
埼
玉
県
再
生
資

源
事
業
協
同
組
合
の
方
々
を

合
わ
せ
て
50
名
ほ
ど
が
参
加

し
た
。
東
資
協
青
年
部
か
ら

は
5
名
が
出
席
と
な
っ
た
。

　

第
1
部
の
式
典
は
、
関
資

連
青
年
部
金
子
部
長
の
挨
拶

か
ら
始
ま
り
、
埼
玉
の
星
野

部
長
が
続
け
て
挨

拶
を
し
た
。
来
賓

祝
辞
と
し
て
関
資

連
会
長
小
林
克
禎

様
、
埼
資
協
理
事

長
原
功
様
か
ら
祝

辞
を
い
た
だ
き
、

そ
の
後
次
回
開
催

地
が
神
奈
川
県
に

決
定
し
、
神
奈
川
の
秋
元
青

年
部
長
が
挨
拶
を
し
た
。
式

典
で
は
併
せ
て
記
念
講
演
と

し
て
「
ど
う
す
る
？
再
生
資

源
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
た
。

　

パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
衆
議
院

議
員
の
村
井
英
樹
様
、
衆
議

院
議
員
の
穂
坂
泰
様
、
環
境

省
環
境
事
務
次
官
の
和
田
篤

也
様
、
さ
ら
に
関
資
連
青
年

部
長
の
金
子
竜
也
様
の
4
名

鬼丸さんとのツーショット

令
和
５
年
10
月
28
日

（
土
）、
東
資
協
青
年
部
は

私
と
平
松
総
括
幹
事
、
仲
條

顧
問
の
３
名
に
て
、
茨
城
県

開
催
の
日
資
連
・
関
資
連
青

年
部
意
見
交
流
会
に
参
加
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
会
場
は

茨
城
県
龍
ヶ
崎
市
牛
久
沼
の

ほ
と
り
に
あ
る
「
山
水
閣
」

と
い
う
料
亭
で
、
関
資
連
金

子
青
年
部
長
の
設
営
に
て
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。

19
時
頃
よ
り
、
各
地
域
の

青
年
部
員
が
集
ま
り
、
予
定

通
り
、
19
時
半
よ
り
、
意
見

交
流
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

ど
の
地
域
も
自
粛
期
間
を
経

て
、
徐
々
に
対
面
で
集
ま
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
状
況

を
聞
き
、
安
心
し
ま
し
た
。

ま
た
、
11
月
に
埼
玉
に
て
行

わ
れ
る
関
資
連
青
年
部
大

会
、
来
年
度
の
役
員
改
選
に

つ
い
て
等
、
協
議
致
し
ま
し

た
。会

議
が
終
わ
り
、
懇
親
会

で
は
よ
り
親
睦
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
個
人
的

に
思
い
出
の
あ
る
龍
ヶ
崎
は

と
て
も
懐
か
し
く
、
感
慨
深

く
な
り
ま
し
た
。
最
後
に
は

絶
品
の
鰻
丼
を
頂
き
ま
し

た
。
設
営
さ
れ
た
金
子
部
長

が
挨
拶
で
、
龍
ヶ
崎
市
の
牛

久
沼
周
辺
は
鰻
丼
発
生
の
地

だ
と
お
っ
し
っ
て
い
た
の

で
、
納
得
の
美
味
し
さ
で
し

た
。ど

の
地
域
も
人
手
不
足
な

日
資
連
・
関
資
連
青
年
部
意
見
交
流
会

来
年
度
役
員
改
選
等
に
つ
い
て
協
議
後
、親
睦
会
も
開
催

　

11
月
７
日
に
東
京
製
紙
原

料
協
同
組
合
青
年
部
と
の
交

流
会
を
行
い
ま
し
た
。
今
回

の
会
場
は
設
営
を
協
組
の

青
年
部
さ
ん
に
や
っ
て
頂

き
湯
島
に
あ
るB

IS
T
R
O

　

K
O
U
Z
O

で
し
た
。
お
互
い

の
組
合
か
ら
偶
然
に
も
７
名

ず
つ
が
参
加
し
、
三
つ
の

テ
ー
ブ
ル
に

分
か
れ
て
乾

杯
か
ら
交
流

会
が
始
ま
り

ま
し
た
。
初

め
ま
し
て
の

人
や
コ
ロ
ナ

の
自
粛
か
ら

久
し
ぶ
り
に

お
会
い
し
た

方
が
居
て
と

て
も
楽
し
い

会
と
な
り
ま

し
た
。
自
分

の
テ
ー
ブ
ル

に
は
同
じ
区

の
人
か
ら
取

引
の
あ
る

人
、
あ
ま
り
知
識
の
な
い
地

域
の
人
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富

ん
で
い
て
様
々
な
意
見
交
換

や
知
識
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

後
は
個
人
的
に
と
て
も
会
い

　

大
宮
と
い
え
ば
私
の
母
の

実
家
が
あ
る
街
で
私
の
産

ま
れ
た
街
で
も
あ
り
ま
す
。

育
っ
た
町
は
埼
玉
県
の
越
谷

市
と
い
う
と
こ
ろ
で
今
は
東

京
の
人
間
ぶ
っ
て
い
ま
す
が

中
身
は
埼
玉
県
人
な
の
で

す
。

　

そ
ん
な
埼
玉
県
人
な
ら
誰

も
が
知
っ
て
い
る
？
大
宮
Ｊ

Ａ
Ｃ
Ｋ
ビ
ル
18
階
の
東
天

紅
で
の
開
催
と
な
り
ま
し

こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
コ
ロ
ナ
禍

で
の
準
備
期
間
と
な
り
ま
し

た
が
、
埼
玉
県
再
生
資
源
事

業
協
同
組
合
の
皆
様
、
設
営

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
５
回
関
資
連
青
年
部
大
会 

埼
玉
大
会

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等
も
開
催

撮
っ
て
解
散
と
な
り
ま
し

た
。

八
王
子
支
部

株
式
会
社
第
一
資
源

天
井　

明
彦

こ
の
度
、
青
年
部
に
入
部

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
、
株
式

会
社
第
一
資
源
の
天
井
明
彦

と
申
し
ま
す
。

弊
社
は
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
、

一
般
廃
・
産
廃
処
理
業
を
取

り
扱
っ
て
い
ま
す
。

私
は
全
く
異
な
っ
た
業
界

か
ら
、
こ
の
業
界
に
身
を
置

く
よ
う
に
な
り
、
こ
の
業
界

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
べ

き
必
要
性
を
日
々
感
じ
て
い

る
次
第
で
す
。

そ
の
よ
う
な
折
、
青
年
部

へ
の
入
部
の
お
誘
い
を
頂

き
、
ま
た
と
な
い
勉
強
の
機

会
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
活
動
を
通
し
て
、
知

識
や
経
験
を
養
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
次
第
で

す
。何

卒
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の

程
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

㈱
久
米
川
紙
業

吉
浦　

龍
之
介

こ
の
度
青
年
部
に
入
部
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た(

株)

久
米
川
紙
業
の
吉
浦
龍
之
介

で
す
。

青
年
部
の
皆
さ
ま
と
一
緒

に
活
動
で
き
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

ど
の
問
題
も
あ
り
ま
す
が
、

着
実
に
活
気
が
戻
っ
て
き
て

い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
次
回

開
催
は
令
和
６
年
１
月
予
定

で
す
。
来
年
も
日
資
連
・
関

資
連
青
年
部
の
活
発
な
活

動
、
飛
躍
が
楽
し
み
で
す
。

株
式
会
社
土
井
商
店

土
井　

宏
信

関資連青年部大会に
参加して　尾花 健太郎

青
年
部
交
流
会
を
開
催

東
京
製
紙
原
料
協
同
組
合
青
年
部
と

関資連・金子青年部長の挨拶

を
招
き
再
生
資
源
に
つ
い
て

の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
は
本

当
に
真
剣
に
思
い
を
話
し
て

い
た
だ
け
た
の
と
参
加
し
た

皆
さ
ん
も
真
剣
に
聞
い
て
い

て
何
だ
か
緊
迫
し
た
空
気
も

漂
っ
て
い
た
よ
う
な
感
じ
が

し
ま
し
た
。
質
問
コ
ー
ナ
ー

で
は
沢
山
質
問
し
た
い
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
が
時
間
の
関

係
で
1
個
だ
け
質
問
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
無
事
講

演
が
終
わ
っ
た
ら
懇
親
会
が

始
ま
り
さ
っ
き
ま
で
の
緊
迫

し
た
空
気
も
ど
こ
か
に
行
っ

て
し
ま
い
、
す
べ
て
ア
ル

コ
ー
ル
で
除
菌
し
て
し
ま
っ

た
よ
う
で
し
た
。
実
は
そ
ん

な
懇
親
会
の
始
ま
る
前
の
休

憩
時
間
の
時
に
一
服
し
よ
う

と
喫
煙
所
へ
向
か
っ
た
ら
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
の
前
に

懇
親
会
の
ゲ
ス
ト
ナ
ッ
ク
５

平
日
午
後
の
顔
三
遊
亭
鬼
丸

師
匠
が
い
る
じ
ゃ
な
い
で
す

か
‼
思
わ
ず
い
つ
も
ナ
ッ
ク

５
楽
し
く
聞
い
て
い
ま
す
と

声
を
か
け
2
シ
ョ
ッ
ト
写
真

も
快
く
撮
っ
て
も
ら
い
そ
の

ま
ま
喫
煙
所
で
談
笑
さ
せ
て

い
た
だ
き
と
て
も
い
い
思
い

出
と
な
り
ま
し
た
。

　

肝
心
の
鬼
丸
師
匠
の
公
演

で
す
が
皆
さ
ん
お
酒
も
進
み

大
い
に
盛
り
上
が
り
大
盛
況

と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
地

元
で
は
な
い
け
れ
ど
地
元
の

よ
う
な
街
、
大
宮
で
の
開

催
！
し
ば
し
余
韻
に
浸
り
な

が
ら
帰
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
自
分
勝
手
な
話
で
し

た
け
ど
関
資
連
青
年
部
の
み

な
さ
ん
と
て
も
エ
ネ
ル
ギ
ッ

シ
ュ
で
た
ま
に
会
う
と
と
て

も
パ
ワ
ー
が
も
ら
え
る
気
が

し
ま
す
。
ま
た
ど
こ
か
で
お

会
い
で
き
る
の
を
楽
し
み
に

ま
た
本
業
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

で
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
回
答
を
し
た
。

「
専
ら
物
の
定
義
」「
廃
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
問
題
」「
太
陽
光

パ
ネ
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル
」「
業

界
の
人
手
不
足
」
が
テ
ー
マ

と
な
っ
た
が
、
政
治
家
、
官

僚
、現
場
の
考
え
が
聞
け
て
、

大
変
勉
強
に
な
っ
た
。

　

第
２
部
の
懇
親
会
で
は
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
三

遊
亭
鬼
丸
様
の
独
演
会
が
あ

り
大
変
盛
り
上
が
っ
た
。
各

県
の
青
年
部
と
も
久
し
ぶ
り

に
交
流
を
持
つ
こ
と
が
で

き
、
対
面
で
情
報
交
換
す
る

た
か
っ
た
人
に
会
え
て
、
有

意
義
な
時
間
を
過
ご
せ
ま
し

た
。
最
後
に
店
内
で
集
合
写

真
を
撮
り
忘
れ
た
の
で
、
外

に
出
て
か
ら
集
合
写
真
を 参加した両組合のメンバーで記念撮影

た
。
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｋ
ビ
ル
と
い
え

ば
知
る
人
ぞ
知
る
埼
玉
県
人

の
聖
地
み
た
い
な
も
の
で
埼

玉
県
人
の
79
・
5
％
の
ド
ラ

イ
バ
ー
が
聞
い
て
い
る
と
い

う
Ｆ
Ｍ
ナ
ッ
ク
５
の
本
社
が

入
っ
て
い
る
ビ
ル
で
有
名
で

す
よ
ね
？
（
笑
）

　

そ
ん
な
前
振
り
は
置
い
と

い
て
、
私
的
に
は
そ
ん
な
思

い
を
胸
に
ド
キ
ド
キ
し
な

が
ら
の
参
加
と
な
り
ま
し

た
。
そ
ん
な
中
、
記
念
講
演

と
し
て
村
井
秀
樹
内
閣
官
房

副
長
官
、
穂
坂
泰
氏
外
務
大

臣
政
務
官
、
和
田
篤
也
環
境

事
務
次
官
と
豪
華
な
ゲ
ス
ト



　
　

２０２３年（令和 5 年）１２月２７日 ( 水 )（ 6 ）第５９０号

資
源
界
報
５
９
０
号
に

は
久
し
ぶ
り
の
取
材
記
事

と
な
る
株
式
会
社
大
久

保
、
大
久
保
会
長
へ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
掲
載
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
取

材
で
は
今
回
記
事
の
内
容

以
外
に
も
、
大
久
保
会
長

よ
り
資
源
業
界
の
昔
話
・

裏
話
な
ど
を
聞
か
せ
て
頂

き
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
大
久
保
会
長
か

ら
は
、
東
資
協
に
は
他
に

も
長
い
歴
史
を
持
っ
た
会

社
が
加
入
し
て
い
る
は
ず

な
の
で
、
そ
の
会
社
に
も

話
を
聞
い
て
み
る
と
良
い

の
で
は
な
い
か
と
の
「
課

題
」も
頂
き
ま
し
た
。お
っ

し
ゃ
る
通
り
、
ほ
う
っ
て

お
け
ば
消
え
て
し
ま
う
業

界
の
歴
史
に
つ
い
て
記
録

し
て
お
く
の
も
東
京
資
源

界
報
の
役
目
の
一
つ
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
組

合
員
各
位
、
今
後
広
報
委

員
会
よ
り
取
材
の
お
願
い

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
そ
の
際
に
は
是
非
お
話

を
お
聞
か
せ
頂
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

編
集
後
記

リ
サ
イ
ク
ル
川
柳
コ
ー
ナ
ー

　

し
ば
ら
く
お
休
み
し
て
い

ま
し
た
が
、
２
０
２
４
年
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
特
別
企

画
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
川
柳

を
復
活
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
皆
様
が
ス
ト
ッ
ク
し
て

い
た
素
敵
な
川
柳
を
こ
の
場

で
発
表
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
令
和
5
年
1

月
末
ま
で
募
集
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
広
報
委
員
に
よ
る
厳

正
な
る
審
査
の
上
で
、
界
報

５
９
２
号
の
賀
詞
交
歓
会
号

に
て
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
皆
様
の
ご
応
募
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
掲
載

さ
れ
た
方
に
は
も
れ
な
く
Ｑ

Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
◆
川
柳
大
募
集
！
◆

　

リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
話

題
を
ネ
タ
に
し
た
、『
五
・
七
・

五
』の
川
柳
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間
：
令
和
5
年
1
月

31
日
ま
で

応
募
資
格
：
組
合
員
、
青
年

部
、
及
び
本
誌
を
ご
覧
頂
い

て
い
る
業
界
関
係
者
の
皆
様

応
募
方
法
：
Ｆ
Ａ
Ｘ
若
し
く

は
メ
ー
ル
で
東
資
協
事
務
局

に
投
稿
お
願
い
し
ま
す
。
そ

の
際
、
川
柳
、
詠
み
人
名
、

Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
の
送
付
先

（
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
）

を
明
記
し
て
下
さ
い
。

※
実
名
掲
載
が
Ｎ
Ｇ
の
方

は
、
必
ず
詠
み
人
名
を
ご
記

入
く
だ
さ
い
。

送
り
先
：
東
資
協
事
務
局　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
３（
３
２
６
３
）

３
６
７
９

メ
ー
ル　

info@
toushikyo.

or.jp

▽
本
社
移
転

墨
田
・
江
東
支
部

株
式
会
社
ハ
チ
オ
ウ

千
代
田
区
神
田
富
山
町
５
―

１電
話
０
３
（
３
８
３
７
）

８
０
８
０ 【

異
動
】

増
渕
都
子
様
が
取
締
役
会
長

に

◆
リ
サ
イ
ク
ル
川
柳
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
◆

　
　

我
々
は　

地
球
に
と
っ
て
は　

が
ん
細
胞

　
　

海
見
て
も　

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
は　

見
え
な
い
が

　
　
「
ゴ
ミ
屋
さ
～
ん
」　

資
源
回
収　

な
ん
だ
け
ど

　
　

コ
ロ
ナ
禍
で　

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
と　

自
覚
す
る

　
　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ　

取
り
残
さ
れ
た　

私
だ
け

　
　

置
き
配
を　

誤
回
収
し
て　

置
き
引
き
に

　
　

祝
納
車　

去
年
頼
ん
で　

や
っ
と
今

　
　

回
収
の　

延
期
を
決
め
た
ら　

雨
あ
が
る

　
　

回
収
を　

延
期
し
た
日
が　

土
砂
降
り
に

　
　

ス
ク
ラ
ッ
プ　

窃
盗
被
害
で　

相
場
知
る

　
　

繁
忙
期　

昼
食
時
間
を　

ま
ず
省
く

　
　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
そ
ん
な
も
ん
）　

江
戸
時
代
か
ら　

や
っ
て
る
よ

広
報
委
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
リ
サ
イ
ク
ル
川
柳
を
掲
載
い
た
し

ま
す
。
こ
ち
ら
の
句
を
参
考
に
（
？
）
皆
様
も
リ
サ
イ
ク
ル
川
柳

を
作
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

古紙３品目他の標準売値

品目 標準売値 集団回収
標準仕切価格

新聞 ６～１１ ＊～０
雑誌 ２～５ ＊

段ボール ５～８ ＊～０
古繊維 １～６ ー
びん ー ＊

アルミ缶（ばら） １００～１４０ ー
※助成金または逆有償が必要です

（※古紙三品目の標準売値は 2023 年 11 月 28 日時点での値です。）

12 月 8 日発表
（￥／㎏）

▽
代
表
者

八
王
子
支
部

株
式
会
社
ト
ー
ホ
ー
商
事

増
渕
毅
様
が
代
表
取
締
役
社

長
に


